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一
時
預
か
り

　
お
母
さ
ん
の
お
買
い
物
、
美

容
院
、
お
子
さ
ん
の
学
校
行
事

な
ど
、
ち
ょ
っ
と
お
子
さ
ん
を

預
け
た
い
と
き
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。
利
用
に
は
、
事

前
登
録
が
必
要
で
す
。

対
象

　
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
、
生

　
後
６
ヶ
月
～
就
学
前
の
幼
児

お
預
か
り
場
所

　
は
る
か
ぜ
保
育
所

お
預
か
り
時
間

　
月
～
金
曜
日
（
保
育
所
が
休

　
み
の
日
を
除
く
）

　
８
時
30
分
～
17
時
30
分

利
用
料
【
４
月
か
ら
変
更
し
ま
す
】

　
１
時
間
４
０
０
円

申
込
先

　
こ
う
ま
の
お
へ
や

　
☎ 

３
４
‐
２
６
１
１

　
お
子
さ
ん
の
体
調
が
悪
い
と

き
に
保
護
者
の
方
が
仕
事
を
休

め
な
い
な
ど
で
家
族
が
お
子
さ

ん
を
見
ら
れ
な
い
場
合
、
利
用

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
利
用
に

は
、
事
前
登
録
と
当
日
朝
の
受

診
が
必
要
で
す
。

※
利
用
の
際
、
施
設
へ
行
か
れ

る
前
に
、
必
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
予
約
ま
た
は
電
話
で
の
ご

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象町

内
に
住
民
登
録
が
あ
っ

て
、
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る

ご
家
庭
の
生
後
６
ヶ
月
～
小

学
校
６
年
生
の
お
子
さ
ん

お
預
か
り
場
所

　
病
児
保
育
　
に
じ
色
ひ
ろ
ば

（
赤
ち
ゃ
ん
と
こ
ど
も
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
Ｂ
ｅ
２
階
）

お
預
か
り
時
間

　
月
～
金
曜
日

　
　
８
時
30
分
～
18
時

　
土
曜
日

　
　
８
時
30
分
～
12
時

利
用
料

　
１
日
　
千
円

　
半
日（
午
前
の
み
、午
後
の
み
）

　
　
　
　
５
０
０
円

申
込
先

病
児
保
育
　
に
じ
色
ひ
ろ
ば

　
☎
０
８
０
‐
５
７
６
０
‐
７
８
１
９

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
方
（
フ
ァ

ミ
リ
ー
会
員
）
の
要
望
に
応
じ

て
、
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
方
を
紹

介
し
、
一
時
的
に
お
子
さ
ん
を

預
か
る
子
育
て
支
援
シ
ス
テ
ム

で
す
。
会
員
宅
で
の
通
常
一
時

預
か
り
に
加
え
て
、
通
園
・
通

学
時
の
送
迎
や
、
病
児
・
病
後

児
の
一
時
預
か
り
も
行
っ
て
い

ま
す
。
利
用
に
は
、
事
前
登
録

が
必
要
で
す
。

対
象

　
０
歳
～
12
歳
（
小
学
生
）

お
預
か
り
場
所

　
会
員
の
自
宅

利
用
料

・
通
常
一
時
預
か
り

　
　
　
１
時
間
　
７
０
０
円

・
病
児
・
病
後
児
預
か
り

　
　
　
１
時
間
　
９
０
０
円

※
基
本
時
間
（
８
時
～
20
時
）

　
外
は
利
用
料
が
異
な
り
ま
す
。

申
込
先

　
き
っ
ず
ぱ
ー
く

☎ 

２
６
‐
５
４
８
６

■
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　
保
護
者
の
方
の
疾
病
等
に
よ

り
お
子
さ
ん
の
養
育
が
一
時
的

に
困
難
と
な
っ
た
場
合
や
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
緊
急
一
時

的
に
母
子
を
保
護
す
る
こ
と
が

必
要
な
場
合
等
に
児
童
福
祉
施

設
等
で
養
育
お
よ
び
保
護
を
行

い
ま
す
。
利
用
期
間
は
、
原
則

７
日
間
以
内
で
す
。
利
用
に
は
、

事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

■
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ

　
保
護
者
の
方
が
、
平
日
の
夜

間
ま
た
は
休
日
に
不
在
と
な
り

家
庭
で
お
子
さ
ん
を
養
育
す
る

こ
と
が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ

た
場
合
、
児
童
福
祉
施
設
等
に

お
い
て
保
護
し
、
生
活
指
導
、

食
事
の
提
供
等
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
利
用
に
は
、
事
前
申
請
が

必
要
で
す
。

利
用
料

利
用
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
年

齢
、
人
数
お
よ
び
世
帯
の
課
税

状
況
等
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

申
込
先

　
福
祉
課
　
子
育
て
支
援
班

　
町
が
指
定
す
る
一
時
預
か
り

等
を
未
就
学
の
お
子
さ
ん
が
利

用
し
た
と
き
、
利
用
料
を
補
助

し
ま
す
。

対
象

　
未
就
学
の
お
子
さ
ん
の
保
護

　
者
の
方

対
象
事
業

　
こ
う
ま
の
お
へ
や
、
に
じ
色

　
ひ
ろ
ば
、
き
っ
ず
ぱ
ー
く

補
助
額

　
未
就
学
の
お
子
さ
ん
の
利
用

　
料
の
２
分
の
１
（
お
や
つ
代

　
等
の
実
費
は
除
き
ま
す
。）

　
※
１
世
帯
あ
た
り
、
年
度
の

　
　
補
助
上
限
１
５
，
０
０
０
円

申
請
に
必
要
な
も
の

　
領
収
書
、
印
か
ん
、
保
護
者

　
の
方
名
義
の
振
込
先
口
座

申
込
先

　
福
祉
課
　
子
育
て
支
援
班

申
請
受
付
期
間

　
利
用
日
の
年
度
内
。
た
だ
し
、

　
３
月
利
用
分
に
限
り
翌
年
度
４

　
月
末
ま
で
申
請
い
た
だ
け
ま
す
。

　
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
を

３
人
以
上
養
育
す
る
家
庭
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
未
就
学

の
お
子
さ
ん
の
利
用
料
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
（
全
て
を
満
た
す
方
） 

・
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

・
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
を

　
３
人
以
上
養
育
し
て
い
る
方

・
未
就
学
の
お
子
さ
ん
の
保
護

　
者
の
方

対
象
事
業

　
子
育
て
短
期
支
援
事
業
、
こ

　
う
ま
の
お
へ
や
、
に
じ
色
ひ

　
ろ
ば
、
き
っ
ず
ぱ
ー
く

補
助
額

未
就
学
の
お
子
さ
ん
の
利
用

料
の
２
分
の
１
（
お
や
つ
代

等
の
実
費
は
除
き
ま
す
。）

　
※
１
世
帯
あ
た
り
、
年
度
の     

　
　
補
助
上
限
１
５
，
０
０
０
円

申
請
に
必
要
な
も
の

　
領
収
書
、
印
か
ん
、
保
護
者

　
の
方
名
義
の
振
込
先
口
座

申
込
先

　
福
祉
課
　
子
育
て
支
援
班

申
請
受
付
期
間

利
用
日
の
年
度
内
。
た
だ
し
、

３
月
利
用
分
に
限
り
翌
年
度
４

月
末
ま
で
申
請
い
た
だ
け
ま
す
。

問 

福
祉
課
　
子
育
て
支
援
班

　（
④
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

病
児
保
育

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

子
育
て
短
期
支
援
事
業

子
育
て
支
援
軽
減
施
策
事
業

三
子
以
上
に
係
る
育
児
支
援
事
業

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！
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問 

福
祉
課
　
子
育
て
支
援
班

　（
④
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

上
富
田
町
に
住
民
票
が
あ
り
、

在
宅
さ
れ
て
い
る
重
度
心
身
障

害
者
（
児
）
は
福
祉
タ
ク
シ
ー

乗
車
券
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
１
人
に
対
し
年
１
冊

（
12
枚
つ
づ
り
）
を
交
付
し
ま

す
。
必
要
な
方
は
、
上
富
田
町

福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
交
付
申

請
書
に
記
入
押
印
し
、
身
体
障

害
者
手
帳
等
の
写
し
を
添
え
て

福
祉
課
福
祉
班
ま
で
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

◇
対
象
者

上
富
田
町
に
住
民
票
が
あ
り
、

在
宅
（
施
設
入
所
者
は
除
く
）

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

か
２
級
ま
た
は
、
療
育
手
帳

Ａ
１
か
Ａ
２
に
該
当
す
る
人
。

◇
助
成
内
容

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
際
、  

基
本
料
金
相
当
額
を
助
成

◇
利
用
方
法

タ
ク
シ
ー
利
用
時
に
、
福
祉

タ
ク
シ
ー
乗
車
券
と
身
体
障

害
者
手
帳
等
本
人
確
認
書
類

を
提
示
す
る
。

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑
（
イ
ン
ク
内
蔵
型
は
除
く
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
写
し

問
・
提
出
先

　
福
祉
課
　
福
祉
班
（
⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
～
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
～

先
般
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
し
た
日
本
赤
十
字
社

の
活
動
資
金
に
つ
き
ま
し
て
、

皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に

よ
り
、
１
１
８
万
４
，
９
０
０

円
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。（
令
和
３
年
２
月
16
日
現

在
）ご

報
告
か
た
が
た
、
皆
様
の

あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
対
し
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

く
活
動
資
金
に
支
え
ら
れ
、
日

本
赤
十
字
社
は
、
世
界
各
地
で

の
救
援
活
動
は
も
と
よ
り
、
国

内
で
の
災
害
救
援
・
救
護
活
動
、

血
液
事
業
、
医
療
活
動
、
社
会

福
祉
事
業
な
ど
の
活
動
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
日
本
赤
十
字
社
の

活
動
に
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

問 

福
祉
課
　
福
祉
班（

⑤
番
窓
口
）

　
☎
　
３
４
‐
２
３
７
３

　
令
和
３
年
４
月
以
降
の
次

の
各
手
当
の
手
当
額
に
つ
い

て
、
令
和
２
年
の
物
価
変
動
率

（
0.0
％
）
を
踏
ま
え
、
手
当
額

の
改
定
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
各
手
当
の
手
当
額
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　
上
富
田
町
で
は
平
成
18
年
か

ら
、
町
民
の
方
で
障
害
の
あ
る

ご
本
人
や
、
障
害
の
あ
る
方
を

支
え
て
い
る
ご
家
族
お
よ
び
支

援
者
か
ら
の
相
談
に
つ
い
て

は
、
社
会
福
祉
法
人
へ
委
託
し

て
い
ま
す
が
、
令
和
３
年
４
月

か
ら
相
談
方
法
と
場
所
が
変
更

と
な
り
ま
す
。

出
張
相
談
日
を
設
け
ま
す

相
談
日
　

　
毎
週
火
曜
日

時
間
　
　

　
午
後
１
時
30
分
～

場
所
　
　

　
上
富
田
町
役
場
内
相
談
室

・
相
談
員
と
役
場
職
員
が
対
応

い
た
し
ま
す
。

･

障
害
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
事
前
予
約
等
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、
状
況
に
よ
り
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

･

出
張
相
談
に
行
け
な
い
場
合

や
、
相
談
日
以
外
に
お
困
り

の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
電
話
で

の
ご
相
談
も
可
能
で
す
。
直

接
下
記
の
事
業
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
事
業
所
に
つ
い
て

場
所
　
　

田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階

（
田
辺
市
高
雄
一
丁
目
２
３
‐
１
）

　事
業
所
名

西
牟
婁
圏
域
障
害
児
・
者
相

談
セ
ン
タ
ー
　
に
じ
の
わ

☎ 

２
６-

４
９
２
３

問 

福
祉
課
　
福
祉
班（

⑤
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

令
和
２
年
度
日
本
赤
十
字

活
動
資
金
に
つ
い
て

各
手
当
額
の
お
知
ら
せ

福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の

交
付
申
請
に
つ
い
て

障
害
福
祉
に
関
す
る

相
談
に
つ
い
て

◆
税
目
　
　

　
軽
自
動
車
税
（
第
１
期
）

◆
納
期
限
　

　
４
月
30
日
（
金
）

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
督

促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課
　
収
納
班

　
　
　
　
　
　（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

児童扶養手当 令和3年4月から

第１子支給額
全部　43,160円
一部　43,150円～10,180円

第２子加算額
全部　10,190円
一部　10,180円～　5,100円

第３子以降
加算額

全部　　6,110円
一部　　6,100円～　3,060円

※所得により、支給額が計算されます。

令和3年4月から

特別児童扶養手当
1 級　　52,500 円
2 級　　34,970 円

特別障害者手当 27,350 円

障害児福祉手当 14,880 円
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令
和
３
年
度
の
固
定
資
産
税

に
お
け
る
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
納
税
者
が
所

有
し
て
い
る
土
地
・
家
屋
の
価

格
を
他
の
土
地
・
家
屋
と
比
較

し
て
評
価
が
適
正
か
ど
う
か
確

認
で
き
る
よ
う
に
、
土
地
・
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
納
税
者

の
縦
覧
に
供
す
る
制
度
で
す
。

　
ま
た
、
納
税
者
が
所
有
す
る

資
産
の
評
価
内
容
の
確
認
は
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
縦
覧
お
よ
び

閲
覧
は
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

　
簿
の
縦
覧

〇
期
間

　
４
月
１
日
～
５
月
31
日

　
＊
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除
く

〇
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
15
分

〇
場
所

　
役
場
　
税
務
課

〇
縦
覧
内
容

　『
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
』

　
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

　
価
格
（
評
価
額
）

　『
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
』

　
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、　

　
構
造
、
床
面
積
、
建
築
年
次
、

　
価
格
（
評
価
額
）

〇
縦
覧
で
き
る
方

　
土
地
に
対
し
て
課
す
る
固
定

資
産
税
の
納
税
者
に
対
し
て
は

土
地
縦
覧
帳
簿
を
、
家
屋
に
対

し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
納

税
者
に
対
し
て
は
家
屋
縦
覧
帳

簿
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

◆
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

〇
期
間

　
４
月
１
日
か
ら
年
間
を
通
し
て

　
＊
土
・
日
曜
日
・
祝
日
・
年

　
末
年
始
は
除
く

〇
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
15
分

〇
場
所

　
役
場
　
税
務
課

＊
縦
覧
・
閲
覧
で
き
る
方
を
確
認

す
る
た
め
、
前
年
度
分
の
納
税

通
知
書
、
ま
た
は
、
運
転
免
許

証
等
で
本
人
確
認
で
き
る
も
の

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

＊
代
理
人
の
方
は
、
必
ず
委
任

状
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
代
理
人
の
本
人
確
認
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　
所
有
す
る
家
屋
を
令
和
２
年

12
月
末
ま
で
に
取
り
壊
し
た
方

は
、
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
税

務
課
で
家
屋
滅
失
の
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
な

い
と
、
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
法
務
局
で
滅
失
登
記
の
手
続
き

を
さ
れ
た
方
は
、
税
務
課
へ
の

届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
上
富
田
町
で
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方
の
、

日
常
生
活
に
不
可
欠
な
生
活
手

段
と
な
っ
て
い
る
軽
自
動
車
に

つ
い
て
、
一
定
の
要
件
の
も
と

に
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
減
免
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
軽
自
動

車
税
（
種
別
割
）
の
通
知
を
受

け
取
っ
た
日
か
ら
納
期
限
ま
で

に
ご
来
庁
い
た
だ
き
、
申
請
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
減
免
の
要
件
等
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
　
課
税
班

☎
３
４
‐
２
３
７
１

◎令和3年4月16日（金）から税務署での面接相談は事前予約が必要となります。

　具体的な書類の確認が伴うなど、電話での回答が困難な場合には、お電話で事前に相談日時を予約いただ

いた上で、所轄の税務署において相談をお受けしています。

問田辺税務署　☎ 22-1250（代表）
※ 自動音声案内に従い「２」を選択し、事前予約の旨をお伝えください。

【来署によるご相談は事前予約を！】（田辺税務署からのお知らせ）

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
へ

家
屋
滅
失
の
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
！

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
減
免
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
固
定
資
産
税

縦
覧
・
閲
覧
制
度
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コ
ン
ビ
ニ
交
付
と
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付

き
）
を
利
用
し
て
、
全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
あ
る

多
機
能
端
末
機
（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
）
で
、
住
民
票
等
が
取
得
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

※
通
知
カ
ー
ド
（
顔
写
真
無
し
）

で
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◆
取
得
で
き
る
証
明
書

 

・
住
民
票

　（
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
）

 

・
印
鑑
証
明
書

　（
本
人
の
み
）

◆
手
数
料

　
１
通
２
０
０
円

◆
利
用
方
法

　
コ
ン
ビ
ニ
内
に
設
置
し
て
い

る
多
機
能
端
末
機
（
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
）
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
セ
ッ
ト
し
て
、
利
用
者
証

明
用
電
子
証
明
書
の
４
桁
の
暗

証
番
号
を
入
力
し
、
画
面
の
表

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
利
用
上
の
注
意

　
誤
っ
て
取
得
し
て
し
ま
っ
た

場
合
、
取
得
し
た
証
明
書
の
差

し
替
え
や
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
暗
証
番
号
を
連
続
し
て
３
回

間
違
う
と
利
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

　
　
　
　
　
　（
①
番
窓
口
）

　
　
　
☎
４
７
‐
０
５
５
０

　
町
で
は
、
地
震
発
生
時
に
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
に
よ
る
通

行
人
等
へ
の
被
害
の
軽
減
や
、

避
難
路
の
寸
断
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
撤
去
に
対
す
る
費
用
に
つ
い

て
、
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】　
　
　
　

　
上
富
田
町
内
に
あ
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
を
所
有
す
る
個
人
・
法

人
・
町
内
会
等

【
補
助
対
象
事
業
】

　
避
難
路
に
面
し
、
地
震
発
生

時
に
お
け
る
倒
壊
ま
た
は
転
倒

の
危
険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
を
撤
去
す
る
も
の

【
補
助
金
の
額
】

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
に
要
す

る
費
用
（
実
費
）
と
撤
去
す
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
１
㎡
に
つ
き

８
千
円
を
乗
じ
て
得
た
額
と
比

較
し
て
、
い
ず
れ
か
少
な
い
金

額
の
３
分
の
２
以
内
。
上
限

10
万
円

【
申
請
期
限
】

　
令
和
４
年
２
月
28
日
ま
で

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課 

庶
務
・
危
機
管
理
班

　
　
　（
⑪
番
窓
口
）

 

　
　 

☎
４
７
‐
０
５
５
０

　
上
富
田
町
で
は
、
地
震
に
対

す
る
住
宅
の
安
全
性
の
向
上
を

図
り
、
地
震
に
強
い
町
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
「
住
宅
耐
震
診

断
お
よ
び
改
修
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
。

　
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
、
平
屋
ま
た
は
2
階

建
て
で
、
延
べ
床
面
積
が
４
０
０

㎡
以
下
の
木
造
住
宅
を
対
象
と

し
ま
す
。
住
宅
耐
震
診
断
士
が

耐
震
度
を
診
断
し
、
総
合
評
点

に
よ
り
判
定
を
行
い
ま
す
。

　
耐
震
診
断
費
用
の
個
人
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
先
着
50
件
）

◆
対
象
建
物

　
上
富
田
町
木
造
住
宅
耐
震
診

断
の
結
果
、
総
合
評
点
が
基
準

以
下
の
住
宅
に
つ
い
て
補
助
し

ま
す
。

◆
耐
震
補
強
設
計
・
耐
震
改
修

工
事

　
最
大
１
１
６
万
６
千
円
を
補

助
し
ま
す
。

（
先
着
25
件
）

◆
そ
の
他

※
令
和
３
年
度
耐
震
診
断
の
受
付

は
令
和
４
年
１
月
31
日
（
月
）

締
め
切
り
と
し
ま
す
。

※
募
集
件
数
は
、
申
し
込
み
状
況

に
よ
り
増
減
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
些
細
な
事
で
も
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課 

庶
務
・
危
機
管
理
班

　
　
　（
⑪
番
窓
口
）

 

　
　 

☎
４
７
‐
０
５
５
０

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
促
進
の
た
め
、
次
の
日
程
で

午
後
７
時
ま
で
時
間
外
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

◆
日
時
　

4
月
8
日
・
22
日

　
　
　
　
　
午
後
７
時
ま
で

◆
場
所
　
①
番
窓
口

◆
業
務
内
容

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関

　
す
る
こ
と

 

・
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

 

・
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト

 

・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
請

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど 

※
住
民
票
の
異
動
に
関
す
る
業

務
や
住
民
票
・
戸
籍
等
各
種

証
明
書
の
発
行
等
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
と
電
子

証
明
書
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

ご
自
宅
に
届
い
た
通
知
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

　
　
　
　
　
　（
①
番
窓
口
）

　
　
　
☎
４
７
‐
０
５
５
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
窓
口
を
開
設
し
ま
す

２
月
１
日
か
ら
「
コ
ン
ビ
ニ

交
付
」
が
始
ま
り
ま
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
費
用

の
補
助
金
に
つ
い
て

耐
震
診
断
と

耐
震
改
修
の
お
知
ら
せ

耐
震
診
断
に
つ
い
て

耐
震
改
修
に
つ
い
て
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サ
ブ
ネ
ー
ム

親
子
で
遊
べ
る
場
所
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

場
所
や
時
間
が
変
更
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
開
催
日
や
場

所
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
は
る
か
ぜ
保
育
所
ま
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
開
館
日

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

◎
対
象

　
お
お
む
ね
3
歳
ま
で
の
お
子

　
さ
ん

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
は
る
か
ぜ
保
育
所

☎
３
４
‐
２
６
１
１

と
ん
と
ん
ル
ー
ム

行事名    月　日（曜） 場　　所 対　　象

４か月健診
4 月 21日( 水 )

上富田町保健センター

令和 2 年 12 月生まれの方

10 か月健診 令和 2 年 5 月生まれの方

４か月健診
5 月12 日( 水 )

令和 3 年 1月生まれの方

10 か月健診 令和 2 年 6 月生まれの方

育児相談 (2 か月 ) 
5 月13 日( 木 )

令和 3 年 3 月生まれの方

育児相談 (1 歳 ) 令和 2 年 4 月生まれの方

5月 8日(土)

5月 9日(日)

5月29日(土)

5月30日(日)

10月25日(月)

9月28日(火)

9月29日(水)

　集団健（検）診の申し込みは2月15日（月）で締め切りましたが、定員に達していない日程

については随時受付させていただいています。下記日程は、まだ定員に達していないため申

し込みが可能ですので、受診を希望される方は保健センターまでご連絡ください。なお、定

員に達し次第受付は終了させていただきますのでご了承ください。

〇：空きあり

△：残りわずか

×：受付終了

／：実施なし

◎集団健（検）診実施場所
左記日程は保健センター
◎肺がん検診実施場所
9月28日：保健センター
9月29日：パブリック
ヘルスリサーチセンター
和歌山診療所
（元市ノ瀬診療所）

※会場の密集を避けるため、健（検）診日の受付時間を指定してご案内させていただきます。
※新型コロナウイルス感染症の流行状況によっては健（検）診が延期、または中止になる可能性があります
　のでご了承ください。

令和3年度　集団健（検）診について

申し込み締め切り：4月15日(木)まで

申し込み方法：保健センターに電話（47-5300）

特定健診 肝炎 胃がん
（バリウム）

大腸がん 肺がん 子宮頸
がん

乳がん実　施　日

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

サ
ブ
ネ
ー
ム
が
決
ま
り
ま
し
た

　令和3年4月16日～5月15日 ※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
日
程
を
変

更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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現
時
点
で
厚
生
労
働
省
か
ら

発
表
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
の
情
報
で
す
。

　
一
般
に
、
次
の
方
は
ワ
ク
チ

ン
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
注
意

が
必
要
で
す
。
ご
自
身
が
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
必
ず

接
種
前
の
診
察
時
に
医
師
に
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

●
抗
凝
固
療
法
を
受
け
て
い
る

人
、
血
小
板
減
少
症
ま
た
は

凝
固
障
害
の
あ
る
人

●
過
去
に
免
疫
不
全
の
診
断
を
受

け
た
人
、
近
親
者
に
先
天
性
免

疫
不
全
症
の
方
が
い
る
人

●
心
臓
、
腎
臓
、
肝
臓
、
血
液

疾
患
や
発
育
障
害
な
ど
の
基

礎
疾
患
の
あ
る
人

●
過
去
に
予
防
接
種
を
受
け

て
、
接
種
後
2
日
以
内
に
発

熱
や
全
身
性
の
発
疹
な
ど
の

ア
レ
ル
ギ
ー
が
疑
わ
れ
る
症

状
が
出
た
人

●
過
去
に
け
い
れ
ん
を
起
こ
し

た
こ
と
が
あ
る
人

●
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
成

分
に
対
し
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー

が
起
こ
る
お
そ
れ
の
あ
る
人

Ａ
．
主
な
副
反
応
に
は
、
注
射

し
た
部
分
の
痛
み
、
頭
痛
、
関

節
や
筋
肉
の
痛
み
、
疲
労
、
寒

気
、
発
熱
等
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
れ
に
起
こ
る
重
大

な
副
作
用
と
し
て
、
シ
ョ
ッ
ク

や
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
が
あ
り

ま
す
。

※
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
は
、

薬
や
食
物
が
体
に
入
っ
て
か

ら
、
短
時
間
で
起
こ
る
ア
レ

ル
ギ
ー
の
こ
と
で
す
。
蕁

麻
疹
な
ど
の
皮
膚
症
状
、
腹

痛
や
嘔
吐
な
ど
の
消
化
器
症

状
、
息
苦
し
さ
な
ど
の
呼
吸

器
症
状
が
急
に
起
こ
り
ま

す
。
血
圧
の
低
下
を
伴
い
、

意
識
レ
ベ
ル
の
低
下
（
呼
び

か
け
に
反
応
し
な
い
）
や
脱

力
を
来
す
よ
う
な
場
合
を
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク

と
呼
び
ま
す
。

★
接
種
後
に
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
が
起
こ
っ
て
も
、
す
ぐ

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
接
種

会
場
で
は
医
薬
品
な
ど
の
準

備
を
し
て
い
ま
す
。
万
が
一

に
備
え
て
、
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
受
け
た
後
は
、
15
分
以

上
接
種
会
場
で
待
機
し
て
い

た
だ
き
、
体
調
に
異
常
が
な

い
か
健
康
観
察
を
行
い
ま
す
。

Ａ
．
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と

そ
の
他
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
互
い

に
片
方
の
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て

か
ら
2
週
間
後
に
接
種
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◎
相
談
窓
口

●
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
、
安
全
性

な
ど
の
接
種
前
の
疑
問
、
接

種
後
の
副
反
応
に
関
す
る
こ

と
な
ど
の
専
門
的
な
相
談

問 

和
歌
山
県
相
談
窓
ロ

☎
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
５
９
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
３
‐
４
３
１
‐
１
８
０
０

●
接
種
券
、
接
種
場
所
、
接
種
時

期
な
ど
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

上
富
田
町
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
務
局

　
　
　
　
☎
４
７
‐
５
８
８
８

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
介
護
・
福
祉
の
総
合

相
談
窓
口
と
し
て
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
相
談
は
電
話
や
窓
口
の

ほ
か
、
自
宅
へ
も
訪
問
し
ま
す
。

費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業

と
は
、
認
知
症
な
ど
で
徘
徊
症

状
の
あ
る
方
が
、
万
が
一
行
方

不
明
に
な
っ
た
場
合
に
関
係
協

力
機
関
の
協
力
の
も
と
早
期
に

発
見
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
備

す
る
事
業
で
す
。

ご
家
族
等
よ
り
事
前
に
情
報

（
住
所
・
氏
名
・
行
き
つ
け
の

場
所
・
移
動
手
段
・
緊
急
連
絡

先
・
顔
写
真
な
ど
）
を
町
に
登

録
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
万

が
一
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合

に
も
、
登
録
情
報
を
も
と
に
協

力
機
関
と
連
携
し
迅
速
に
捜
索

協
力
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
登

録
い
た
だ
い
た
情
報
を
も
と

に
、
協
力
機
関
に
よ
る
日
常
の

見
守
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

上
富
田
町
で
も
認
知
症
の
方

が
実
際
に
行
方
不
明
と
な
っ
た

ケ
ー
ス
や
、
近
所
で
す
ぐ
に
見

つ
か
っ
た
け
れ
ど
ヒ
ヤ
ッ
と
し

た
ケ
ー
ス
な
ど
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

「
最
近
わ
け
も
な
く
外
に
出

て
行
く
こ
と
が
増
え
た
」
な
ど

心
配
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
様
、

ぜ
ひ
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
ご

登
録
下
さ
い
。

◇
今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

認
知
症
、
介
護
の
事
に
つ
い
て

の
話
、
相
談
な
ど
が
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

日
時
　
４
月
８
日
（
木
）　

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
階
和
室

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
次
第
で
中
止
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

参
加
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
一

度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

長
寿
課
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
⑨
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

高
齢
者
安
心

サ
ポ
ー
ト
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

Ｑ
．
予
防
接
種
を
受
け
る
に

あ
た
り
、
注
意
が
必
要
な
人

は
ど
の
よ
う
な
人
で
す
か
。

Ｑ
．
こ
れ
ま
で
に
認
め
ら
れ

て
い
る
副
反
応
に
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

Ｑ
．
高
齢
者
肺
炎
球
菌
な
ど
の

予
防
接
種
を
受
け
た
後
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

受
け
る
に
は
、
ど
の
く
ら
い
の

期
間
を
あ
け
れ
ば
よ
い
で
す
か
。
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Ⅰ
学
校
教
育
指
導
の
重
点
目
標

　
教
育
基
本
法
の
精
神
に
の
っ
と

り
、
教
育
課
程
の
基
準
と
、
生
涯

学
習
に
基
づ
く
上
富
田
町
の
教
育

目
標
を
踏
ま
え
て
、
一
人
ひ
と
り

が
意
欲
的
に
学
び
、
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
を
身
に
つ
け
、
変

化
の
激
し
い
社
会
で
「
生
き
る
力
」

を
育
み
、
人
間
性
豊
か
な
児
童
生

徒
の
育
成
を
め
ざ
し
、
次
の
重
点

目
標
を
設
定
す
る
。

＊
重
点
目
標

①
一
人
ひ
と
り
を
生
か
す
教
育
活

動
を
展
開
す
る
中
で
、
基
礎
的
・

基
本
的
な
学
習
及
び
技
能
を
確

実
に
習
得
さ
せ
、
児
童
生
徒
の

個
性
の
伸
長
及
び
自
己
実
現
と

存
在
感
を
育
て
る
。

②
学
び
、
考
え
、
判
断
し
、
自
ら

主
体
的
に
問
題
を
解
決
す
る
力

を
育
て
る
。

＊
指
導
視
点
の
明
確
化

　
教
え
る
内
容
の
精
選
、
学
習
者
の
体

験
的
な
学
び
、
能
動
的
な
学
び
等
。

③
生
命･

人
権
を
尊
重
す
る
心
や
他

を
思
い
や
る
心
・
感
動
す
る
心

を
育
て
る
と
と
も
に
、
自
然
を

大
切
に
し
、
環
境
の
保
全
に
寄

与
す
る
態
度
を
養
う
。

④
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
培

い
、
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本

人
と
し
て
の
自
覚
を
育
て
、
世

界
の
平
和
と
発
展
に
寄
与
す
る

態
度
を
養
う
。

⑤
個
人
の
価
値
と
能
力
を
尊
重
す

る
と
と
も
に
、
職
業
及
び
生
活

と
の
関
連
を
重
視
し
、
勤
労
を

重
ん
ず
る
態
度
を
養
う
。

⑥
日
常
生
活
に
お
い
て
適
切
な
体
育
・
健

康
に
関
す
る
活
動
の
実
践
を
促
し
、
生

涯
を
通
じ
て
健
康
・
安
全
で
活
力
あ
る

生
活
を
送
る
た
め
の
基
礎
を
培
う
。

　
　
重
点
目
標
達
成
の
た
め
、｢

め

ざ
す
子
ど
も
像｣

「
明
る
く
・
意

識
性
の
高
い
・
活
力
あ
る
め
ざ

す
教
職
員
像
」
を
設
定
し
取
り

組
み
ま
す
。

＊
め
ざ
す
子
ど
も
像

　
・
す
す
ん
で
考
え
る
子

　
・
心
豊
か
に
活
動
す
る
子

　
・
体
を
き
た
え
る
元
気
な
子

　
・
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思
う
子

　
・
視
野
を
広
く
も
つ
子

＊
め
ざ
す
教
職
員
像

①
授
業
力
の
向
上
を
め
ざ
す
教
職
員

②
児
童
生
徒
と
共
に
歩
む
教
職
員

③
き
め
細
や
か
で
対
応
の
温
か
い

教
職
員

④
人
権
意
識
・
感
性
豊
か
な
教
職
員

⑤
開
か
れ
た
学
校
を
め
ざ
す
教
職
員

Ⅱ
学
校
教
育
充
実
に
あ
た
っ
て
の

努
力
目
標
（
項
目
の
み
抜
粋
）

⑴
学
校
経
営
の
確
立

①
調
和
と
統
一
の
あ
る
学
校
経
営「
校

長
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
学
校
経
営
」

②
創
意
、
特
色
の
あ
る
学
校
運
営

「
生
涯
学
習
の
基
礎
と
な
る
「
生

き
る
力
」
の
育
成

③
研
修
の
充
実
　｢

現
職
教
育
の

充
実
・
深
化｣

④
家
庭
と
地
域
社
会
等
と
の
連
携「
家

庭
・
地
域
の
教
育
力
と
の
協
働
」

⑤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学

校
運
営
協
議
会
）
の
充
実
・
発

展
（
平
成
30
年
４
月
設
置
）

　
運
営
協
議
会
委
員
は
、「
学
校

運
営
基
本
方
針
の
承
認
。
学
校

運
営
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
。」

な
ど
を
行
い
「
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
」
に
当
事
者
と
し

て
参
画
す
る
。

⑵
教
育
内
容
の
充
実
（
指
導
内
容

の
精
査
と
時
間
管
理
で
深
い
学

習
・
授
業
に
）

　「
わ
か
る
・
学
習
の
お
も
し
ろ

さ
が
実
感
で
き
る
授
業
づ
く

り
」
を
め
ざ
す
。

①
教
科
等
指
導
の
充
実
「
自
ら
学

ぶ
意
欲
と
考
え
る
力
を
育
て
る
」

②
道
徳
教
育
の
充
実「
自
ら
を
律
し
、

他
を
思
い
や
る
心
を
育
て
る
」

③
保
健
体
育
・
安
全
指
導
「
健
や
か

で
た
く
ま
し
い
心
と
体
を
育
て
る
」

⑶
教
育
機
能
の
推
進

①
人
権
教
育
の
推
進
「
す
べ
て
の

子
に
健
全
な
発
達
と
人
権
感
覚

を
養
う
」

②
生
徒
指
導
の
充
実
強
化
「
教
職

員
は
よ
く
聞
き
、
公
平
で
温
か

さ
と
厳
し
さ
を
基
に
」

③
特
別
支
援
教
育
・
障
害
の
あ
る
児

童
生
徒
の
教
育
の
充
実
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
で
」

④
進
路
指
導
の
推
進
（
キ
ャ
リ
ア

教
育
）「
望
ま
し
い
職
業
観
・

勤
労
観
の
育
成
」

⑤
情
報
活
用
能
力
の
育
成
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
充
実
と
進
展
」

⑷
当
面
す
る
課
題
へ
の
対
応

①
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
内

容
の
達
成
・
充
実
に
努
め
る
。

・
学
習
指
導
要
領
の
研
修
と
実
践

化
に
努
め
る
。

・
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
の
研
修
と
関
連
性
に
努
め
る
。

②
小
学
校
に
お
け
る
外
国
語
教
育

の
内
容
充
実
に
努
め
る
。

・
３
・
４
年
英
語
活
動
を
年
間
35
時

間
、
５
・
６
年
英
語
科
を
年
間

70
時
間
行
う
。

・
大
学
生
と
の
交
流
に
よ
り
外
国

語
に
親
し
む
と
と
も
に
視
野
を

広
げ
る
機
会
を
設
定
す
る
。

③
不
登
校
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、

校
内
対
策
委
員
会
や
教
育
相
談

の
指
導
体
制
を
整
え
、
適
応
指

導
教
室
・
相
談
機
関
と
連
携
し

て
適
切
な
対
応
を
進
め
る
。

④
「
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
、
早
期
発
見
・
早
期

対
応
に
取
り
組
む
。

⑤
中
学
生
・
教
員
の
海
外
研
修
、

外
国
人
受
け
入
れ
に
よ
る
国
際

交
流
に
努
め
る
。

⑥
「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」

に
の
っ
と
り
、
充
実
し
た
読
書

活
動
に
取
り
組
む
。

⑦
「
児
童
表
彰
に
関
す
る
条
例
」

の
的
確
な
推
進
に
努
め
る
。

⑧
教
職
員
の
危
機
管
理
能
力
の
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
定
期

的
に
防
災
教
育
や
防
災
訓
練
等

を
実
施
す
る
（
第
三
日
曜
日
「
家

庭
の
日
」を
防
災
の
日
と
す
る
）。

⑨
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た

め
、
保
護
者
・
地
域
と
連
携
し

て
進
め
る
。

⑩
家
庭
学
習
の
定
着
、
習
慣
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
保
護
者
と

連
携
し
て
進
め
る
。

⑪
学
校
間
連
携
（
保
・
幼
・
小
・

中
学
校
）
の
推
進
を
図
り
、
９

年
間
を
見
通
し
た
系
統
性
を
共

有
し
、
連
携
に
努
め
る
。

 

・
町
指
定
研
究
学
校

　
生
馬
小
学
校
（
令
和
３
年
度
）

岩
田
小
学
校
（
令
和
３
～
４

年
度
）

 

・
上
富
田
町
地
域
学
校
保
健
委

員
会
当
番
校

　
生
馬
小
学
校

 

・
上
富
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
　
　

　
生
馬
小
学
校
・
朝
来
小
学
校

　
岩
田
小
学
校
・
岡
小
学
校

　
市
ノ
瀬
小
学
校

　
上
富
田
中
学
校

☆
携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
・
ゲ
ー

ム
の
利
用
時
間
・
内
容
は
、

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
児
童
生
徒

会
が
決
め
て
い
る
ル
ー
ル
を

大
切
に
守
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

☆
家
庭
で
は
、
宿
題
及
び
課
題

を
見
つ
け
学
習
す
る
「
自
主

学
習
」
の
習
慣
化
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

令
和
3
年
度

 

学
校
教
育
指
導
方
針

令
和
3
年
度
研
究
等
指
定
学
校
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春
月
の
少
し
欠
け
た
る
白
さ
か
な

王
子
へ
と
つ
づ
く
堤
の
蕗
の
薹

卆
園
の
子
等
の
新
し
靴
揃
ふ

握
り
飯
二
つ
背
負
ひ
て
春
の
山

鍬
の
柄
も
す
げ
替
へ
ら
れ
て
春
を
待
つ

春
時
雨
夕
星
ひ
と
つ
置
き
去
り
に

中
井
　
文
子

中
村
千
恵
子

長
尾
　
則
夫

片
倉
美
智
子

片
倉
志
津
恵

新
野
　
祐
子

　

わ
た
し
は
、
た
て
わ
り
は
ん
の

お
兄
ち
ゃ
ん
と
お
姉
ち
ゃ
ん
が
大

す
き
で
す
。

　

休
け
い
に
教
室
に
き
て
く
れ
て

あ
そ
ん
で
く
れ
ま
す
。

　

給
食
の
時
間
に
、
に
が
て
な
も

の
を
食
べ
て
い
る
と
、

「
が
ん
ば
れ
。」

と
、
お
う
え
ん
し
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
う
じ
の
や
り
か
た
を
や
さ
し

く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

「
ぞ
う
き
ん
を
す
る
と
き
は
、
う
し

ろ
を
つ
い
て
き
て
ね
。」

「
ほ
う
き
は
、
こ
う
や
っ
て
は
く
ん

だ
よ
。」

　

六
年
生
の
お
兄
ち
ゃ
ん
と
お
姉

ち
ゃ
ん
の
お
か
げ
で
、
で
き
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
ふ
え
ま
し
た
。
出

会
う
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い

で
す
。

　

わ
た
し
も
、
や
さ
し
く
教
え

ら
れ
る
お
姉
さ
ん
に
な
り
た
い

で
す
。

春
を
待
つ
こ
の
身
に
語
り
か
け
く
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
れ
野
の
な
か
に
見
つ
け
し
芽
吹
き稲

田
　
和
代

突
然
に
「
倉
庫
へ
来
い
」
と
行
て
見
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
が
歌
い
し
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
イ山

口
さ
と
江

こ
の
時
期
は
演
劇
仲
間
恋
し
く
て
満
月
見
る
と
セ
リ
フ
聞
こ
え
る

稗
田
　
満
代

　
卒
業
と
い
う
人
生
の
節
目
を

迎
え
て
、
将
来
の
目
標
に
向
か

い
精
い
っ
ぱ
い
努
力
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
卒
業
生
数
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
○
生
馬
小
学
校
　
　
16
名

　
○
朝
来
小
学
校
　
　
88
名

　
○
岩
田
小
学
校
　
　
14
名

　
○
岡
小
学
校
　
　
　
22
名

　
○
市
ノ
瀬
小
学
校
　
15
名

　
　
　
　
　
　
合
計
　
155
名

　
○
上
富
田
中
学
校
　
122
名

　
健
康
や
安
全
に
気
を
つ
け

て
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
の
入
学
生
数
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
３
月
現
在
）

　
○
生
馬
小
学
校
　
　
11
名

　
○
朝
来
小
学
校
　
　
85
名

　
○
岩
田
小
学
校
　
　
26
名

　
○
岡
小
学
校
　
　
　
12
名

　
○
市
ノ
瀬
小
学
校
　
18
名

　
　
　
　
　
　
合
計
　
152
名

　
○
上
富
田
中
学
校
　
142
名

卒
業
生
の
皆
さ
ま
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入
学
生
の
皆
さ
ま
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

図書館よりお知らせ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

推し、燃ゆ　　　　　　　　　　　　　　

人新世の「資本論」　　　　　　　　　　

心淋し川　　　　　　　　　　　　　　　

元彼の遺言状　　　　　　　　　　　　　

オルタネート　　　　　　　　　　　　　

ブラック・ショーマンと名もなき町の殺人

お探し物は図書室まで　　　　　　　　　

５２ヘルツのクジラたち　　　　　　　　

カカ・ムラド　ナカムラのおじさん　　　

伝説の家政婦　沸騰ワード１０レシピ　　

宇佐見　りん　　

斎藤　幸平　　　

西條　奈加　　　

新川　帆立　　　

加藤　シゲアキ　

　　　

東野　圭吾

青山　美智子　　

町田　そのこ　　

ガフワラ/原作　

タサン　志麻　　

　河出書房新社

　　　集英社

　　　集英社

　　　宝島社

　　　新潮社

       

光文社

　　　ポプラ社

中央公論新社

       

双葉社

 

ワニブックス

（
投
稿
歓
迎
）

『
大
す
き
な
六
年
生
』

　
　

朝
来
小
学
校　

1
年　

に
し　

つ
ば
さ

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇
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朝
来
公
民
館

　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

◆
日
時

　
５
月
９
日
（
日
）

　
午
前
９
時
か
ら

　（
雨
天
の
場
合
、
次
週
へ
延
期
）

◆
場
所

　
上
富
田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　（
野
球
場
横
）

◆
参
加
費

　
無
料

◆
申
し
込
み

　
当
日
会
場

◆
そ
の
他

　
道
具
は
公
民
館
で
用
意
し
て

い
ま
す

問 

朝
来
公
民
館

☎ 

４
７
‐
０
５
４
５

（
木
・
日
曜
日
除
く
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

詳細については、各公民館担当にお問い合わせください。

あなたも参加しませんか！？

教育委員会 ☎ ４７-５９３０問

令和3年度サークル生大募集！！
内容

生け花

茶　道

俳　句

絵　画

俳　画

水彩画

絵手紙

パッチワーク

囲　碁

韓国語

歌謡クラブ

卓　球

ジャズダンス

フラメンコ

社交ダンス

体幹トレーニング

ヨガ

太極拳

健康体操

楽器演奏クラブ

コーラス

オーケストラ

キックボクササイズ

キックボクシング

山歩き

実施場所

芦山分館

朝来公民館

岩田公民館

朝来公民館

市ノ瀬公民館

岩田公民館

大谷分館

朝来公民館

朝来公民館

岩田公民館

岩田公民館

市ノ瀬公民館

朝来公民館

市ノ瀬公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

岩田公民館

朝来公民館

朝来公民館

市ノ瀬公民館

朝来公民館

朝来公民館

大谷分館

朝来公民館

和歌山県内

開催日

毎月第３水曜日

毎月第２土曜日

毎月第１火曜日

毎月第１土曜日

毎月第３日曜日

毎月第２土曜日

毎月第１・第３月曜日

第３水曜日

毎月第２・第４火曜日

毎月第２木曜日

毎月第３土曜日

毎週土曜日

毎週水曜日

毎月第１・第３・第４土曜日

毎週土曜日

毎週火曜日

毎週金曜日

毎週日曜日

毎週水曜日

毎週木曜日

毎週火曜日

毎月第４火曜日

毎週火・木曜日

毎週水・木曜日

毎週月曜日

毎月第２・第４水曜日

毎週日曜日

毎週月・木曜日

毎週月曜日

奇数月第２日曜日

時間

夜間

午後

夜間

午後

午後

午後

午後

午前

午後

夜間

午後

午後

夜間

夜間

夜間

夜間

夜間

夜間

夜間

夜間

夜間

午前

午前

午前

夜間

午前

午前

夜間

夜間

終日
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〇
株
式
会
社
　
佐
野
農
園

　
代
表
取
締
役
　
佐
野
元
将
様

よ
り
町
立
小
学
校
・
中
学
校
に

▽
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
　
　
45
個

▽
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
　
　
74
個

▽
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
　
　
　
10
個

　
町
立
小
学
校
・
中
学
校
に
対

し
総
額
40
万
円
相
当
の
ボ
ー
ル

を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
頂
戴
し
ま
し
た
各
種
ボ
ー
ル

は
、
今
後
、
町
立
校
の
教
育
振

興
に
向
け
て
、
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
厚
志
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
の
加
入
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
事
故
　

団
体
活
動
中
の
事
故
、
往
復

中
の
事
故
等

◆
補
償
内
容
　

傷
害
保
険
（
通
院
、
入
院
、

後
遺
障
害
、
死
亡
）・
賠
償

責
任
保
険
等

◆
対
象
団
体
　

５
名
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
団

体
・
社
会
教
育
関
係
団
体

◆
保
険
期
間
　

令
和
３
年
４
月
１
日
～

令
和
４
年
３
月
31
日

◆
掛
金
　
　
　

１
人
年
額
８
０
０
円
～
（
団

体
の
活
動
内
容
・
年
齢
等
に

よ
り
異
な
り
ま
す
）

◆
申
込
用
紙
の
配
布
場
所

　
教
育
委
員
会

問 

教
育
委
員
会

☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

ご
寄
付
お
礼

　
平
素
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
格
段
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
に
皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
封
筒
募
金
は
、85
万
３
千
７
０
３
円
（
３
月
１
日
現
在
）

と
、
た
く
さ
ん
の
善
意
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
予
定
し
て
い
ま
し
た
活

動
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
が
、

学
校
や
家
庭
で
の
読
書
学
習
を
推
進
す
る
た
め
、
各
小

学
校
お
よ
び
中
学
校
へ
図
書
を
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
の
大
切
な
お
金
は
、
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

期
待
に
応
え
て
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

約
束
し
、
こ
こ
に
ご
報
告
を
兼
ね
て
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
の
善
意
の
寄
付
金
は
次
の
よ
う
な
活
動

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
主
な
活
動
と
し
て

①
健
や
か
な
青
少
年
を
育
て
る
た
め
の

　
・
各
種
体
験
、
子
ど
も
議
会

　
・
夏
休
み
読
書
マ
ラ
ソ
ン

　
・
各
校
区
協
議
会
活
動

②
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
の

　
・
春
、
夏
、
冬
の
子
ど
も
を
守
る
運
動
の
推
進

　
・
き
し
ゅ
う
君
の
家

③
非
行
防
止
の
た
め
の

　
・
広
報
車
に
よ
る
巡
回
活
動
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

　　
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、
今
後
も
地
域
・
家

庭
・
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
健
全
育

成
や
環
境
浄
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
り
一
層
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教育委員会からのお知らせ

市ノ瀬在住の玉置政男さんは50歳の頃、祖父が

竹かご職人をしていたことから関心をもち竹細工を趣

味で始められました。（玉置さんは現在90歳です）

これまで百点を超える動植物などを作り上げてお

り、その作品は誰もが本物と見間違える作品となって

います。

ロビー展には玉置さんの往年の選りすぐり作品を

展示していますので、機会を見てご観覧ください。

ロビー展の紹介

期　間   ４月３０日（金）まで（平日）

　　　　午前８時３０分～午後５時１５分まで

場　所   上富田文化会館（１階ロビー）

令
和
３
年
度

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

加
入
に
つ
い
て

青
少
年
育
成
町
民
会
議

封
筒
募
金（
青
少
年
健
全
育
成
募
金
）活
動
の
報
告
と
御
礼
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新春子ども議会が開催される

各 公 民 館 で 作 品 展 を 開 催

上富田町青少年育成町民会議

青少年育成町民会議主催による新春子ども議会が２月２７日、町議場で開催されました。

この事業は、子どもたちに少しでも町の概要や行政に関心をもってもらおうと始められたもので１９回目を迎えま

した。町内５小学校の６年生１３名が議員に、議長は朝来小学校の酒井さくらさん、副議長は同じく朝来小学校の

岡本美晴さんが務めました。

本議会と同様の形態で行われた当議会は「子ども食堂の開設」「リサイクルセンターの設置」「インターネットを

利用した魅力発信」「観光資源の国際活用」「花を活用

した魅力づくり」「小学校と地域のつながり」など、子ど

もの目線で見たまちづくりや産業振興などについて質

問や提案が出され、町長および担当課職員が答弁を行

いました。今回参加された小学生議員は次の皆さんで

す。(順不同、敬称略）

酒
さ か い

井 さくら、岡
おかもと

本 美
み は る

晴、酒
さ か た

田 芽
め い

依、

榎
えのもと

本 愛
あ い り

里、堀
ほり

　実
み さ こ

紗子（朝来小 5名）

吉
よしおか

岡 伽
が く

矩、柳
やなぎもと

本 彩
あ む

夢（生馬小 2名）

玉
た ま き

置 綾
あ や ね

音、三
み す

栖 康
こ う た ろ う

太郎（市ノ瀬小 2名）

小
お ぐ ら

倉 紗
さ な

奈、那
な す

須 千
せ り な

莉奈（岩田小 2名）

小
こ ぐ し

串 明
あ か り

璃、門
かどまつ

松 蒼
そうすけ

介（岡小 2名）

岩田・岡地区の方々や近隣の学校関係の皆さん、
そして公民館サークルの素晴らしい作品が所狭しと
展示されました。多くの来場者が、作品の一つひとつ
を感慨深く見られる姿が印象に残りました。

今年はコロナ禍でサークル活動が難しかったよ
うですが、児童や個人の多彩な作品が展示され、
うららかな晴天の中、２００名を超える来場者でに
ぎわいました。

コロナ禍でできるかどうか危ぶまれましたが、
出展数、来場者数とも昨年より多く、盛況の内に
終えることができました。

コロナ禍での開催で来館者の減少を心配しまし
たが、好天にも恵まれ、昨年を上回る261名の来
館で盛況を博しました。写真展示コーナーの充実
が今回の特徴でした。

生馬公民館・朝来公民館・岩田公民館・市ノ瀬公民館では、それぞれの公民館主催により作品展を開催しました。

新春子ども議会が開催される

生馬公民館作品展　2 月13 日 ( 土 )・14 日 ( 日 ) 開催

岩田公民館作品展　2 月 20 日 ( 土 )・21日 ( 日 ) 開催

朝来公民館作品展　2 月13 日 ( 土 )・14 日 ( 日 ) 開催

市ノ瀬公民館作品展　2 月 21日 ( 日 ) 開催
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上富田町の文化財 ⑬
上富田の両墓制

今回は、お墓の話です。

現在は、人が亡くなられると普通お墓を１か所に建

てるのですが、昭和の中頃までは２か所にお墓が分

けられた地域がありました。土葬する場所（埋め墓）

とお詣りする場所（詣り墓）で、これを両墓制といい

ます。

埋め墓は一般に山の中や河原や海の近くにあり、詣

り墓はお寺の敷地内や家に近いところにあります。

どうして２か所に分

けたのかというのは諸

説ありますが、死体に

対するケガレの思想が

かかわっているという

説もあります。したがっ

て、埋め墓と詣り墓は

離れていることが多いようです。

しかし、埋め墓と詣り墓がすぐ近く上と下とか前後

にある地域もあります。墓地の面積の問題もあったの

でしょうか。昔は土葬が多かったので、埋めて墓石を

建てるにはある程度の面積がいります。　　

埋め墓は共同墓地的に次 と々前に埋めた場所やそ

の近くに埋めていき、その上に印程度のものを置いた

り、建てたりと地域により違います。詣り墓は一般的

な墓石を建てています。　

上富田町内では、

小山・下生馬・岩崎・

野田・津
つ

呂
ろ

塗
ぬ り や

屋・大

内谷が 両 墓制でし

た。そして、みんな埋

め墓と詣り墓が近く

にありました。

私とグラウンド・ゴルフとの出会いは平成２６年な

ので７年になります。

事の始まりは、役場を退職した義父を、妻が１年が

かりで説得しグラウンド・ゴルフ仲間に引き入れたよ

うです。中々重い腰を上げなかった義父も老後の楽し

みとして、はまり込んでいき、テレビの番人だった義父

も生きがいを見つけた様で、ゴルフの話をするときは

話が弾み目を輝かせていました。

そんな様子を見ていた私はというと、妻から何度か

誘われていたのですが「年寄りの遊びじゃないか、未

だ早い」と心の中で抵抗がありました。そんなある日

「公民館のグラウンド・ゴルフ大会があるので一度出

てみては」と強い誘いで、しかたなく取りあえず２日程

練習し大会に臨みました。

大会は、３０人程度の人数でした。口が悪く申し訳

ないが、爺ちゃん婆ちゃんに負けるわけがないと内心

思っていました。しかし、何と結果は散々たるもので、

まさかのブービーでした。

私は自分自身に腹が立ち、翌日からは妻に教えを

乞
こ

うことにしました。その後、義父の所属するチーム

に入れてもらい現在に至るのですが、最初の頃は練

習でも案の定成績はなかなか向上せず、試行錯誤の

毎日でした。

単純なスポーツなのにグラウンドが土か芝か、地面

が固いのか柔らかいのか、また地面の傾きもそうで、芝

に至っては、芝の高低や順目逆目をよまなければいけ

ない。要するに球が走るのか走らないのかを考えなが

らゲームをしなければいけないし、クラブの打点位置に

しても、これがまた結構難しく安定しないのである。

ところで、チームは従来から毎日練習の成績を記録

していました。１週間もすれば廃棄してしまうのです

が、この記録を皆の分残せれば過去の成績を見るこ

とが出来、お互い切磋琢磨してより真剣に取り組むこ

とが出来るのではないかと思いました。

そこでパソコンでフォーマットを作り当日の成績を

入力し、１か月単位で印刷をして皆さんに配布するこ

とにしました。日々何打で回ったのか、ホールインワン

を何回したのか、月間アベレージと細かい成績がすべ

て見られるようにしましたので、皆さん楽しみにしてく

れています。

私達のチームは、朝８時から９時半頃まで日曜日以

外毎日やってい

ます。チームリー

ダーが皆のこと

に気を配り、引っ

張ってくれていま

すので非常にまと

まりが良いです。

チームの理念は「雨にも負けず風にも負けず」で

す。シニアパワーで少々の雨でも毎朝グラウンドに行

き、仲間の顔を見ては冗談を交わすことを楽しみにし

ています。

朝来　田
た な か

中 淳
あ つ し

司

グラウンド・ゴルフとの出会い

〈生きがいを求めて　〉200

  両墓制終焉供養塔 ( 市ノ瀬小山 )

 津呂塗屋両墓制埋墓供養塔（朝来）
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メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は
、
原
則
禁

止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
既
に
飼

養
登
録
さ
れ
て
い
る
メ
ジ
ロ
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
飼
養
で
き

ま
す
。

　
な
お
、
野
外
で
野
鳥
を
観
察

で
き
な
い
高
齢
者
な
ど
は
捕
獲

が
許
可
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
捕
獲
許
可
に
つ
い
て
】

 

西
牟
婁
振
興
局
　
衛
生
環
境
課

☎ 

２
６
‐
７
９
３
４

【
飼
養
登
録
に
つ
い
て
】

 

振
興
課
　
農
林
水
産
班

　
　
　
　
　
　（
⑦
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
０

問 

和
歌
山
県 

環
境
生
活
部

自
然
環
境
室

☎ 

０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
７
７
９

　
近
年
、
全
国
的
に
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ニ
シ
（
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）
の

生
息
区
域
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
本
貝
は
、
他
の
タ
ニ
シ
類
と

比
較
し
て
、
ら
せ
ん
上
部
の
長

さ
が
短
く
、
か
く
け
い
と
か
く

こ
う
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、
長
い
触

覚
と
ピ
ン
ク
色
の
ら
ん
か
い
が

特
徴
で
す
。

　
春
夏
期
で
は
、
深
水
と
な
っ

た
部
分
で
被
害
が
生
じ
や
す
く
、

移
植
苗
の
食
害
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、
田
植
え
前
後
に
、
薬

剤
散
布
や
浅
水
管
理
な
ど
の
防

除
対
策
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
農
林
水
産
省
Ｈ
Ｐ
に
春
夏
期
、

秋
冬
期
の
詳
細
な
対
策
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
貝
に
は
人
体
に
有

害
な
寄
生
虫
（
広
東
住
血
線
虫
）

が
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
ゴ

ム
手
袋
や
ゴ
ミ
拾
い
用
ト
ン
グ

な
ど
を
使
用
し
、
素
手
で
は
扱

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
　
　
　
農
業
水
産
振
興
課

☎ 

２
６
‐
７
９
４
１

振
興
課 

農
林
水
産
班
（
⑦
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
０

【
農
林
水
産
省
Ｈ
Ｐ
】

https://w
w

w
.m

aff.go.jp/j/syouan/

sy
o
k
u
b
o
/g

a
ic

y
u
/siry

o
u
2
/

su
k
u
m

i/su
k
u
m

i.h
tm

l

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は

原
則
禁
止
で
す

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

対
策
に
つ
い
て

◇
受
験
資
格

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
自
衛
隊

法
第
38
条
第
１
項
に
該
当
し
な

い
方
で
左
記
の
と
お
り

１ 

幹
部
候
補
生

①
一
般
（
大
卒
）

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
、
22

歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
令
和
４

年
３
月
卒
業
見
込
み
含
む
）

②
一
般
（
院
卒
）

修
士
課
程
修
了
者
等
（
見
込

含
）
で
20
歳
以
上
28
歳
未
満

の
者

③
歯
科

専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）
20

歳
以
上
30
歳
未
満
の
者

④
薬
剤
科

専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）
20

歳
以
上
28
歳
未
満
の
者

（
受
験
資
格
の
詳
細
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

２ 

一
般
曹
候
補
生

採
用
予
定
月
に
お
い
て
、
18
歳

以
上
33
歳
未
満
の
者
（
32
歳
の

者
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現

在
、
33
歳
に
達
し
な
い
者
）

※
採
用
予
定
月
は
、
受
付
時
に

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
受
付
期
間

１ 

幹
部
候
補
生

 

・
令
和
３
年
３
月
１
日
（
月
）  

　
か
ら
４
月
28
日
（
水
）
ま
で

２ 

一
般
曹
候
補
生

 

・
令
和
３
年
３
月
１
日
（
月
）

　 

か
ら
５
月
11
日
（
火
）
ま
で

◇
試
験
日
、
試
験
場
所
等

試
験
日
、
試
験
会
場
等
に
つ
い

て
は
、
左
記
問
い
合
わ
せ
先
に

気
軽
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
採
用
説
明
会

① 

日
時

　 

令
和
３
年
４
月
25
日
（
日
）

　 

12
時
30
分
～
16
時
30
分

② 

場
所

　 

田
辺
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー       

    

２
階
（
青
少
年
ホ
ー
ル
）

③ 

説
明
内
容

　 

制
度
説
明
、
待
遇
・
福
利
厚
生
、

取
得
機
会
の
あ
る
多
彩
な
資
格
等

◇
自
衛
隊
Ｐ
Ｒ
動
画

和
歌
山
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　  

田
辺
地
域
事
務
所

☎ 

２
４
‐
６
２
１
９

令
和
３
年
度
自
衛
隊
幹
部

候
補
生
お
よ
び
一
般
曹
候

補
生
募
集
案
内
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お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
2
月
分
）

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

　
４
月
12
日
（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
企
画
産
業
課

☎ 

２
６
‐
７
９
４
７

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

　
４
月
20
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

総
務
健
康
安
全
課

☎ 
２
６
‐
７
９
３
１

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
火
災
出
動

　
出
火
件
数
は
４
件
で
、
前
年

と
同
件
数
で
し
た
。

　
火
災
の
種
別
は
、
建
物
火
災

が
１
件
、
そ
の
他
火
災
が
３
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
救
急
出
動

　
出
動
件
数
は
、
白
浜
町
川
添

地
区
へ
の
応
援
出
動
29
件
を
含

め
て
６
５
２
件
で
、
前
年
と
比

較
す
る
と
95
件
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
１
日
あ
た
り
の
平
均
出
動
件

数
は
約
２
件
で
す
。

　
事
故
種
別
で
は
、
急
病
が

４
１
８
件
と
最
も
多
く
、
次
い

で
、
一
般
負
傷
が
１
１
０
件
、

交
通
事
故
が
45
件
、
転
院
搬
送

が
34
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
救
急
搬
送
し
た
傷
病
者
は

５
９
２
人
で
す
。
そ
の
う
ち
軽

症
が
３
１
４
人
で
最
も
多
く
、

次
い
で
中
等
症
が
２
０
６
人
、

重
症
が
55
人
、
死
亡
が
17
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
救
助
出
動

　
出
動
件
数
は
８
件
で
、
前
年

と
比
較
す
る
と
５
件
減
少
し
て

い
ま
す
。

　
事
故
種
別
は
、
交
通
事
故
が

４
件
、
そ
の
他
の
事
故
が
４
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
警
戒
出
動

　
警
戒
出
動
と
は
、
交
通
事
故

等
に
よ
る
危
険
物
の
漏
洩
に
対

す
る
応
急
措
置
、
自
動
火
災
報

知
設
備
の
発
報
や
誤
報
の
処

理
、
火
災
予
防
上
確
認
の
必
要

が
あ
る
燃
焼
現
象
（
た
き
火
等
）

の
警
戒
、
救
急
隊
の
支
援
等
を

行
う
活
動
を
い
い
ま
す
。

　
出
動
件
数
は
１
０
７
件
で
、

前
年
と
比
較
す
る
と
５
件
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち

62
件
は
救
急
隊
の
活
動
支
援
の

た
め
出
動
し
て
い
ま
す
。

◆
そ
の
他
の
業
務

　
災
害
活
動
以
外
に
、
町
内
会

等
で
の
防
火
座
談
会
、
消
火
、

通
報
お
よ
び
避
難
訓
練
の
防

火
・
防
災
指
導
を
40
件
で
２
，

６
８
５
人
、
ま
た
、
救
命
講
習

を
18
件
で
３
５
５
人
の
方
々
に

受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
上
富
田
消
防
分
署
で
は
、
災

害
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
予
防
啓
発
や
訓
練
・
研

修
を
実
施
し
て
、
災
害
に
備
え

て
い
ま
す
。

朝

来

朝

来

岩

田

岩

田
岡

岩

田

榎
本
　
　
滋

藤
原
　
あ
い

中
瀨
　
克
子

山
本
嘉
代
子

楠
本
　
一
弘

岡
田
　
孝
子

80
歳

86
歳

76
歳

93
歳

73
歳

83
歳

（
淳
一
・
明
子
）　

（
孝
史
・
優
美
香
）

（
悠
介
・
美
樹
子
）

（
貴
光
・
文
）　
　

（
一
典
・
亜
由
美
）

朝
　
来

朝
　
来

南
紀
の
台

市
ノ
瀬

朝
　
来

玉た
ま
き置

　
　
花は
な

喜き
だ田

　
雪ゆ
き
ね音

小お
ぐ
ら倉

　
鳳ふ
う
い唯

松ま
つ
も
と本

　
梅う
め
の乃

溝み
ぞ
ぐ
ち口

　
朔さ
く久

寺
本
　
雅
貴

山
田
　
　
歩
朝
　

来

朝
　

来

｛

稲
垣
　
　
柊

中
山
　
静
香
南
紀
の
台

南
紀
の
台

｛

岡
本
　
潤
弥

伊
藤
　
真
帆
串
本
町

朝
　

来

｛

前月比
総 数 15,546 人 -2

男 性 7,444 人 ±0

女 性 8,102 人 -2

世帯数 7,211 世帯 +5

上富田町の人口と世帯数
令和3年 2月末現在

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

上
富
田
消
防
分
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

上
富
田
消
防
分
署
に
お
け
る

令
和
２
年
中
の
出
動
状
況

【
問
合
せ
】　

　

上
富
田
消
防
分
署

☎
４
７
‐
０
１
１
９
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広
報
か
み
と
ん
だ

N
o.638

編
集 

発
行

和
歌
山
県
西
牟
婁
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　こ
の
４
月
１
日
か
ら
、
町
役
場
の

機
構
が
新
し
く
な
る
に
と
も
な
い
、

カ
ウ
ン
タ
ー
の
番
号
を
変
更
し
ま

す
。
一
部
の
事
務
で
は
窓
口
の
場
所

も
変
更
に
な
り
ま
す（
左
表
参
照
）。

　主
な
変
更
点
は
、「
ご
み
・
し
尿
、

犬
」を
扱
う
窓
口
は
、
住
民
票
カ
ウ
ン

タ
ー
を
回
っ
た
②
番
、「
保
育
所
や
子

ど
も
医
療
費
、
子
育
て
支
援
関
係
」は

④
番
、「
農
業
関
係
」
は
こ
れ
ま
で
２

階
だ
っ
た
も
の
が
１
階
奥
の
⑦
番
、

「
介
護
保
険
関
係
」
は
⑩
番
に
な
り
ま

す
。
地
籍
調
査
関
係
は
２
階
の
⑭
番

で
す
。

　今
回
の
機
構
改
革
は
、
子
ど
も
、
子

育
て
関
係
の
担
当
を
ま
と
め
る
な

ど
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
分
か
り
や

す
く
す
る
こ
と
が
目
的
の
一
つ
で

す
。
引
き
続
き
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
効
率

的
な
行
財
政
運
営
を
は
か
り
、「
明
る

く
豊
か
で
元
気
な
ひ
と
づ
く
り
、
ま

ち
づ
く
り
」に
ま
い
進
し
ま
す
。

４
月
か
ら
役
場
の
担
当
窓
口
が
少
し
変
わ
り
ま
す


